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沿岸魚類群集の種間相互作用強度の温度感受性 
 
当館の宮正樹主任上席研究員を中心とする研究グループは，房総半島から得られた
海水サンプル中の魚類DNA（環境DNA）を分析し，魚類群集における魚種間の関係
性を検出することに成功しました。さらに，魚種間の関係性の強さが温度感受性をも
つことも明らかにしました。これは，地球温暖化が個々の種だけでなく生物群集にも
大きな影響を与えることを示しています。本研究の成果は 2023 年 7月 11日に国際誌
「eLife」で公開されました。 
 
研究の概要 
本研究は，2017 年 8 月から 2 年間にわたって房総半島南部の 11 地点で実施した，
計 50 回の隔週調査に基づくものです。これら 11 地点で 1 リットルの海水をろ過し，
ろ紙上に集められた環境DNA（生物体外に放出されたDNA）から魚類のDNAのみを
抜きだし分析可能な量に増幅し，メタバーコーディング法（多種同時並列分析法）によ
り魚類群集の組成を明らかにしました。その結果，856 種の魚類が検出されることがわ
かり，そのうちの検出頻度が高い 50 種の魚類の時空間動態とこれら 50 種の魚種間の
相互作用を最新の手法をつかって分析しました。その結果，行動観察から得られる結果
と矛盾しない魚種間の相互作用（たとえば共同で狩りをするウツボとベラの仲間の関係）
が検出されました。さらに、これらの相互作用の強度が水温から影響を受けていること
も分かりました。本研究は，環境DNA分析と時系列データ分析における最先端の手法
を組み合わせることで、これまで「何がどこにどのくらいいるのか」だけでなく，「何
と何がどのくらいの強さで関係しているか」まで推定できることを示しました。また，
その関係の温度感受性が示されたことにより，地球温暖化による水温変化が個々の魚種
だけでなく魚類群集にも影響を与えることが明らかになりました。 
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優占種 50種間で推定された相互作用ネットワーク 



 
調査地の一つである館山市布良の海岸 


